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本レポートは、当社の ISO14001 認証の適用範囲である本社及び相模原事業所について、 

2023 年 4 月 1日から 2024 年 3 月 31 日の環境活動をまとめたものです。 

 

ＮＥＣスペーステクノロジー株式会社
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 ごあいさつ 
 

当社は NEC グループの一員として、企業の社会的責任を自覚し、みずからの事業活動の環境負荷低減を図

り、さらに製品・サービスの提供によって社会全体の環境負荷低減に貢献する「環境経営」を通して、持続可能

な社会の実現を目指しています。 

 

NEC は、2017 年に長期の気候変動対策について、「2050 年を見据えた気候変動対策指針」を策定、その

マイルストーンの位置づけとして 2030 年に達成すべき目標として「NEC 環境ターゲット 2030」を策定しま

した。 

そして、2030 年の達成目標の実現に向けた中期的な取り組みとして、5 ヵ年の活動計画を「NEC エコ・アク

ションプラン 2025」の中で具体化し、再生可能エネルギーの積極的な導入や、現場と一体となった省エネ活動

等の取組みが展開され、NECグループ全体で直近の活動として推進しています。 

 

当社もこの「NEC エコ・アクションプラン 2025」に基づき、自社「エコ・アクションプラン」を作成し、当該年度

含む先３年間の環境目標を設定して、CO2 排出量の削減、水使用量の削減、廃棄物排出量の削減、環境事故・

法令違反の発生防止、全従業員の環境意識向上などに取り組んでおります。 

 

また当社は、NEC が開発した 人工衛星  “気候変動観測衛星「しきさい」GCOM-C”及び搭載センサ“多波

長光学放射計（SGLI）”、ならびに“全球降水観測計画主衛星（GPM）”用のセンサである“搭載用二周波降水

レーダ（DPR)”に、当社が開発した機器を多数供給してきています。これらの人工衛星やセンサから得られる観

測データが、気象予報精度の改善及び地球温暖化メカニズムの解明に利用されており、NEC が定めた環境配

慮基準を満足する環境トップランナー製品として“エコシンボルスター製品”に認定されています。 

 

NEC がグローバルに事業を展開する中で環境経営の重要性はますます高まるとともに、地球の環境保全と

いう観点で、宇宙事業の役割はさらに拡大していくと考えており、当社は、NECグループの一員として、社員全

員が環境経営に当事者として参画する意識のもと、宇宙機を構成する機器の開発・生産ならびに関連するサー

ビスの提供を通じて、かけがえのない地球の環境保全に貢献してまいります。 

 

2024年 8月 

取締役執行役員（環境担当役員） 

栗原 孝佳 
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 会社概要 
 

 

商号 
ＮＥＣスペーステクノロジー株式会社 
（NEC Space Technologies、 Ltd.） 

設立 2001年 4月 2日 (2015年 5月 15日 現商号に変更) 

資本金 70億円（資本準備金含む） 

従業員数 455名（2024年 4月時点） 

事業拠点 

本社 
〒183-8551 東京都府中市日新町一丁目 10番 

（ＮＥＣ府中事業場内） 

相模原事業所 
〒252-5298 神奈川県相模原市中央区下九沢 1120番地 

（ＮＥＣ相模原事業場内） 

代表者 代表取締役 執行役員社長 片桐 秀樹 

事業内容 
宇宙機構成機器の開発、設計、製造、組立試験 
         ならびにこれらに関連するサービスの提供 
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 環境方針 
 

 

  

ＮＥＣスペーステクノロジー株式会社は、宇宙関連機器とその利用技術を提供する社

会の一員として、自然環境を尊重し、環境にやさしい活力ある企業活動を通して、地

球環境への負荷を低減し持続可能な社会の実現に貢献します。 

行動指針 

1. 環境に与える影響を考慮した企業活動、製品及びサービスの全領域において環境

負荷を最小限にするために省資源・省エネルギー・廃棄物削減・環境リスク対策な

どの環境パフォーマンスを推進します。 

2. 環境マネジメント・システムに基づき環境保全活動を展開し、継続的改善の実施と

汚染の予防を図ります。 

3. 環境関連法規制及び当社が同意するその他の要求事項を順守します。 

4. 環境保全のための具体的な環境目的・目標を明確にして、その活動状況に応じて

定期的に見直します。 

5. 環境管理組織、運営体制を確立して、責任の所在を明確にし、常に最適の体制を維

持します。 

6. 教育および意識啓発により、当社全従業員及び当社のために働く人すべてに、環

境方針を周知徹底します。 

7. 環境方針は社外からの要求に対し開示します。 

環境理念 
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 環境推進体制 

 ＩＳＯ１４００１認証登録 

環境マネジメント・システムは、環境経営を実現するための重要な仕組みです。当社は、国際的にビジネ

スを展開するグローバル企業として、2006 年 10 月に ISO14001 認証を取得以降、同環境マネジ

メント・システムに対応した環境経営の仕組みを構築し、維持しています。 

当社の事業活動によって生じる環境負荷を低減すること、当社のステークホルダーとなる方々からの

要望や期待に応えること、法令やその他の要求事項を順守することなど、環境経営の課題に対応するた

めに環境マネジメント・システムの改善を継続しています。 

（登録証番号：JQA-E-90066） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 環境推進体制 

当社の環境推進体制は、社長を頂点として環境担当役員、環境管理責任者を任命し、環境活動全般に

対して役割と責任区分を明確にしています。 

また、各職場代表者による環境推進会議を設置して、社内コミュニケーションの充実を図り、全従業員

参加の環境推進体制を構築しています。 
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 ２０２３年度の環境活動の概要 
 

「NEC エコ・アクションプラン 2025」は、「2050 年を見据えた気候変動対策指針」、NEC WAY 及びグ

ローバルでの環境トレンドを踏まえた「NEC 環境ターゲット 2030」などの中長期的な環境目標の達成に

向けて、NECグループ全体で推進するための活動計画です。当社は、「NECエコ・アクションプラン2025」

を実現するために、2023年度の活動目標を計画し、実行してきました。 

その結果、廃棄物排出量削減の活動項目を除き目標値を達成することができました。「NEC エコ・アクシ

ョンプラン 2025」が掲げる環境目標をより高いレベルで実現するために、そして従業員一人ひとりが適切

な環境行動を取れるように、当社独自の目標も加えて活動しています。 

2023年度の活動結果の詳細を、以下に示します。 

 

NECエコ・アクションプラン ２０２3年度 当社活動 

目的 活動概要 指標 目標 実績 評価 

長期指針・目標

に向けた気候

変動対策強化 

エネルギー由来の 

CO2排出量 

（絶対値）の削減 

CO2排出量 

（絶対値） 
-15.0% 

（20年度比） 
-18.9% ○ 

エネルギー使用量 

原単位の削減 

エネルギー 

使用量削減率 

-1.０% 

（22年度比） 
-4.6% ○ 

循環経済を見

据えた資源循

環対策 

廃棄物排出量 

削減 

廃棄物排出量 

-3.4% 

（１８年度比） 

+916.8% 

(全社フロアリニュー

アルに伴う排出量) 

-55.3% 

(上記排出分を除外) 

× 

環境に関する 

コ ン プ ラ イ

アンス /ガバ

ナンス体制の

構築 

環境事故・法令 

違反の発生防止 

重大環境事故・ 

重大法令違反 

の発生件数 ０件 ０件 ○ 

環境経営を 

推進するため 

の基盤づくり 

全従業員への環

境教育実施 

環境教育 

受講率 95％以上 １００％ ○ 
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 長期指針・目標に向けた気候変動対策強化～省エネルギー活動 
 

気候変動対策として「環境負荷の低減」に取り組んでいます。事業活動で使用するエネルギー由来の CO2

排出量の抑制は、環境負荷低減の重要指標です。当社では、省エネルギー活動を通じて CO2排出量の抑制

に取り組んでいます。 

2023年度は、事業所内の照明 LED化や省エネ設備への更新等を行いました。全社での電力使用量でみ

ると、2023年度は前年の2022年度に比べて、絶対量5.2％、フロア原単位（※）で4.6％削減しました。 

省エネルギーだけでなく、グリーン電力の購入も推進して CO2 排出を抑制しています。これらの取り組み

を通じて、２０２3年度のエネルギー由来の CO2排出量は、２０20年度と比較して 18.9%削減しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※フロア原単位=使用電力量(kWh)÷フロア面積(m2) 

単位フロア面積あたりの使用電力量の変化を省エネ活動の指標としています。使用フロアの増減に左右さ

れにくい管理指標であることが特徴です。 
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 循環経済を見据えた資源循環対策 ～廃棄物削減・リサイクル活動 
 

経済の発展に伴う資源問題は、世界共通の環境課題となっています。製品の生産に伴って使用する資源

を有効活用し、廃棄物の発生量を抑制することは、当社における重要な環境課題と認識しています。 

このため、当社では、「NEC エコ・アクションプラン 2025」の環境中期目標に基づき、廃棄物抑制の基準

年度を２０１８年として削減に取り組んでいます。 

 ２０２3年度の廃棄物量は、全社フロアリニューアルに伴う什器入替え等により、大幅増となりました。 

次年度以降は、産業廃棄物の発生量を抑制するとともに、分別・リサイクルの徹底し、最終埋め立て処分ゼ

ロを目指していきます。 

 

全社廃棄物量とリサイクル処理の比率（2023年度） 

（有価処理品を除きます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 環境に関するコンプライアンス ～環境関連法順守・リスク対策 
 

当社では、法令違反の未然防止を基本に据え、環境関連法令で定められた事項の順守状況を定期的に確

認しています。 

また、緊急事態を想定した対応訓練を計画し、実施しています。訓練を行うことで、安全で迅速な対応がで

きるようにするとともに、対応手順や安全器具に問題のないことも確認しています。 

使用する化学物質に対しては、使用量や頻度などに応じたリスクアセスメントや、使用者への教育・訓練を

実施し、従業員の安全管理と環境汚染の未然防止に努めています。 

この活動のなかで、生産設備に搭載している冷却装置（フロン使用設備）の点検漏れを発見しましたが、 

フロンの漏えいなど環境への影響は無く、点検の体制もただちに見直しました。 

今後も活動を継続し、法令違反や環境事故の未然防止に努めていきます。 

 

2023年度の法令順守状況など 

管理項目 件数 評価 

法令違反 1件 × 

行政指導 0件 ○ 

苦情 0件 ○ 

環境事故 0件 ○ 

ヒヤリ・ハット 0件 ○ 
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 環境経営を推進するための基盤づくり～教育啓蒙活動／人材育成 
 

環境経営意識を高め、環境と調和した事業活動を実現するために、全従業員を対象とした環境教育を定

期的に実施しています。２０２3年度も、全従業員が環境教育を受講しました。 

従業員一人ひとりの環境意識の向上を図る機会として、NECグループでは毎年6月を環境月間としてい

ます。環境月間には、オンラインによる講演会や映画上映、環境に関する対話会や身近な環境をテーマにし

た行動宣言募集など各種イベントを実施しており、当社の従業員も参加しています。 

これらの教育啓発活動を通じて、従業員の環境意識の底上げと、環境に対する有益な行動の促進を図っ

ています。 

 

 環境マネジメント・システムの維持 
 

2006 年 10 月に ISO14001 認証を取得以降、同環境マネジメント・システムに対応した環境経営の仕

組みを、継続的に改善しながら維持しています。 

環境経営の実施状況を自主的に評価し、さらに改善を進めることを目的として、内部環境監査を毎年実施

しています。 

 内部環境監査に加えて、当社の環境経営に対する客観的な評価を得るために、第二者および第三者によ

る審査を定期的に受審しています。 

2023 年度は、内部監査を兼ねて全部門を対象に NEC 環境経営監査を実施しました。本社・相模原とも

環境マネジメント・システムの有効性にも不備は無く、ISO14001規格の認証登録を維持しています。 

 

監査・審査内容 実施年月 実施結果 

NEC 環境経営監査 ※ 

（内部監査） 
2023 年 12 月 ○ 

 

※ NEC環境経営監査とは： 

NEC グループ内で、公認の環境マネジメント・システム審査員を含む専門監査員を相互に派遣して、

環境マネジメント・システムの維持・改善状況を確認するスキームです。 

 

 

 

 

 

 

ＮＥＣスペーステクノロジー株式会社 

〒183-8551 

東京都府中市日新町一丁目１０番 

 
環境アニュアルレポート 2024 [発行：2024年 8月] 
本レポートについてのご意見やお問合せなどございましたら、下記宛にご連絡下さい。 

ＮＥＣスペーステクノロジー（株）環境 ISO事務局宛 

webinfo@nts.jp.nec.com 

 


